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長野県審科山から八ヶ岳に至る諏訪湖側山麓地帯のカラマツ造林地が数百ヘクターノレにわたって全山赤

褐色となり，世人の注目をひいたのは昭和 29 年 8-9 月のことであったが，その加害種であるマダラメイ

カeについて調査した結果，新種であることを確認、した。

カラマツの造林が年々橋大しつつある今日，この害虫はその後も連年発生を繰り返しており，重要な食

葉害虫の一種であると考えられるので，とりあえずその被害状況と経過習性の概要ならびに新種の記載を

することとしたの
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H 被害地域

最初に発見された被害地域は，長野県諏訪郡茅野田J北山および豊平地籍の萎科山から八ヶ岳に至る山麓

地帯のカラマツ造林地数百ヘクターノレで，被害時期は 8 月下旬から 9 月下旬にかけてであった。 1954年12

月に木曾分場に赴任した伊藤は翌 1955 年 3 月中旬からこの調査をはじめたが，その後同地域には毎年繰

り返してほぼ同程度の被害が発生している。さらに八ヶ岳山麓東側，霧ヶ峯北側lのカラマツ造林地にも激

しい被害が繰り返し発生しているほか，その後 1957 年までの被害地域を示すと第 l 表のとおりである。

( 1 ) 林業試験場四国交場保護研究室長 (2) 大阪府立大学農学部昆虫学教室
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第 1表被害地の分布

Table 1. Distribution of damaged districts 

被 量Z
ロ i也 |程度|商積 ha I 発生年|林令|報告者

長野県諏~}j郡茅野IUr北山および段平

// // 霧ヶ峯科ノ木

F 小県郡和田村東餅屋付近

// // // 男女倉 p

// // 大門村

// // 弥津

// // 傍陽村

F 南佐久郡日田III[切原

F 北佐久郡浅間JIIJ千ケ滝付近

11 J:高井郡東村仁礼山官行造林地

F 下高井郡山の内町夜間瀬

F 上伊那郡三義村官行造林地

F 下伊那郡平谷村

岐阜県吉城郡上宝村本郷

山形県蔵王山

群馬県吾妻郡熊四郎山国有林

激 約 450

激 約 100

激 約 20

激 が~ 30 

激 約 10

微 約 30

中 約 100

微 約 5 

中 約 10

中 約 150

激 約 10

微 約

微 約 30

中 約

激 約 30

激 約 30

目 経過習性の概要

1954-- 壮 茅野町

1955-- 壮 諏訪市役所

1955-- 壮 伊藤武夫

1956-- 幼 伊藤武夫

1955-- 幼 伊藤武夫

1956-- 1士 伊藤武夫

1956-- 壮 伊藤武夫

1955 1士 伊藤武夫

1956 壮 伊藤武夫

1956 清水 フ巳

1955--'56 出川| 和市

1955 {幼壮幼幼壮 伊那営林署

1957 伊藤武夫

1956 菊谷光重

1954 壮 余語昌資

1955 加辺正明

本虫の生活史については，今後の研究にまつべきものが少なくないが，今までに知り得たことを参考ま

でに記録することとする lつ

採 集 地

長野県諏訪郡茅野田I主主平，北山

11 1/ // F 

11 1/ 1/ 1/ 

/1 11 1/ 1/ 

11 11 // 1/ 

11 11 // 1/ 

11 /1 // 11 

第 2表野外採集記録

Table 2. Records of collections 

標 高[採集年月日|虫態| 採 集 者

ml 
17/nrー 1955 腕 l 伊藤，小沢肋1, 700 

1, 700 24--31/Vー1955 IDifj 伊藤，松山

1 , 300--1 , 700 10/叩ー1955 幼令虫 伊藤，浜

1, 700 27/1X-1955 老熟幼虫 伊藤

1 ,300--1 ,700 24--25/V -1956 !l!ilJ 伊藤，小沢

1, 300--1 , 700 13/型ー1956 踊 伊藤，小林

1 , 300--1, 700 11--12/Vー1957 断i 伊藤，小沢，保田
H 11 // 1/ (萎科) 1,400 29/V -3/日ー1957 成 虫 保田
ょγ F 原村八ヶ岳農場 1,260 I/Vlー1955 踊 伊藤，松山

11 F 霧ケ峯 1 ,300 25/Vー1956 踊 伊藤

F 小県郡男女倉 1 ,300--1 ,400 1/1X-1956 幼 虫 伊藤
11 F 和苗畑 940 28/町一1956 成 虫 伊藤，浜，保田
11 F 弥津 1 ,200--1 , 400 31/四一1956 幼 虫 伊藤，小沢
11 F 傍陽村峰山 1, 000--1 ,300 12/1X-1956 幼 虫 伊藤

F 浅間山麓塩野苗畑 1 ,000 29/VIー1956 成 虫 伊藤，小沢，保田
// 11 千ケ滝 1 ,000 30/Vlー1956 成 虫 伊藤
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(第 2 表つづき〉

採 集 地 |標 高|採集年月日|虫態|係集者

長野県浅間山麓峯の茶屋 1 ， 400 隅| 川ー1956 幼 虫|伊藤
// // // 1 ,400 16/X-1956 I !踊 伊藤，大沢

庁南佐久郡日田1lI[切原 900-1 ,000 I 28/1Vー1955 蝋 伊藤，小沢

F 下高井郡夜間瀬 5/X-1955 老熟幼虫出川

// // 志賀高原 1, 500 I 12-14/VIIー1953 成 虫六浦

F 上高井郡仁礼山 1 ,000-1 ,200 I 7/IXー1956 I 幼 虫清水

F 上伊那郡富県村 1 ,000-1 , 100 ! 14/1'1:ー1955 老熟幼虫伊那営林署

F 下伊那郡平谷村 1,000-1, 500' 12/1,-1957 踊 伊藤

F 上高地 1, 550 I 24-26/V[ー1957 成 虫|伊藤，六浦

岐阜県吉城郡 l二宝村本郷 5∞ 山一1956 幼 虫|菊谷

第 3表室内飼育記録

Tab!e 3. Records of emergency of the species in the !aboratory 

採 集 地|係集年月日!虫態|羽化年月日| 側j 考

茅野町豊平 17/1Il-1955 的 /IV-13/Vー |lJt 約 200 例の婦からわずかに 7
頭羽化したのみ

// // 24/Vー1955 附 7-19/V[ー1955

30/Vー1955 !I!局 11-15/V[ー1955// // 

F 北山 31/Vー1955 !11m 9-16/Vlー1955

// // 10/湘一1955 幼虫 10/Xー1955 2 頭のみ，他は翌年羽化

F 豊平北山 24-25/Vー1956 蝋 9-10/沢一1956

// 乃F l1-12/Vー1957 腕 2-13/nー1957

上伊那郡三義村 14/IX-1955 幼虫 21/V-1956 

以上の記録と現地での観察によって標高 1 ， 300-1 ， 700 m の茅野町北Ill，豊平地籍での本虫の経過潤性

を推察すると，ふ化した幼虫はカラマツ輪牛.葉の裏に絹糸を張りめぐらせてその中に潜み， 8 月 10 日ご

ろになると体長 2.5-3.5 抑制ぐらいの幼虫は葉の裏側から業肉部を最初直径 1-2 刑制の穴状に表皮を

残して食害する。そして食害がすすむと，表皮だけを残して哀側をほとんど食べてしまう。したがって食

害の初期には，葉の表面から見ると輪生薬の中の数本が黄変枯死しており，裏面から見ると絹糸が張られ

てその網には虫ふんがかかつてレるのが認められる。幼令虫はさらに隣りの輸生業との聞に絹糸を張り，

薄い袋状の筒をつくってその中に潜み，ときどきこれから出ては針葉を食害する。令がすすむにしたがっ

て，幼虫はつぎつぎと絹糸で針葉をつづりながら食害するつ

8 月ごろまでのカラマツ林は外観上被害はあまり目だたないが， 9 月になると幼虫の食葉量も多くな

り，急に枝拾につづられた枯葉が目だつようになってくる。そして 9 月下旬老熟期にはいるころには緑葉

がほとんど残らぬまでに食害され，そのため全木は赤褐色に変わるが，枯葉は絹糸で‘校秤j部につづられて

落葉しない。

やがて，老熟幼虫は樹幹をったって絹糸をひきながら降下するので，はなはだしい被害を受けたカラマ

ツは樹幹にあたかも薄い絹布を巻き付けたように見える O なお樹冠から直接絹糸を吐きながら懸垂降下す

るものも多数あり，下草やレンゲツツジなどの上にも多数の老熟幼虫を認める時期があるが，それは 9 月

下旬が最盛期のようである。
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老熟幼虫は越冬場所を求めて降下するのであるから，格ji梓や校の分岐点等でも好適な潜入場所があれば

その中にもぐることもある。しかし，大部分は根株部に近い粗皮の割れ目や，付近の辞苔類の中，倒木の

下面やその樹皮下，あるいは岩石の下面などにもぐり込んで薄い簡単な繭を作り，その中でまもなく蝋化

して越冬態勢にはいる。

成虫の羽化は室内飼育の結果をみると. 3 月中旬に採集したものは大阪では 4 月 23 日，木曾では 4 月

28日に最初の 1 頭が出ているが，大阪で羽化期が早くなっているのは気温が高かったためと思われる。ま

た 5 月中~下旬に採集したものは木曾ではだし、たい 6 月 2-19 日になって羽化しているが，野外では 5 月

29 日 -7 月 14 日に夜間採集で成虫がとれているので，羽化期は 5 月下旬-7 月中旬ではなかろうかと思

われる。

岐阜県本郷において. 8 月ヒ旬にすでに老熟に近い幼虫が採集されているが，これは標高が 550 m ぐら

いなので，羽化が早く行なわれたものと思われる。なお，被害地の様相から見て. 2 化であるとは考えら

れなかった。

また 8 月 10 日八ヶ岳山麓で採集した幼令虫を実験室で飼育した場合，その年の 10 月に 2 頭だけ羽化し

た例があるが，これは異例であると思う。したがって今までの観察から，カラマツマダラメイガは年 1 世

代と考えられる。

W 被害の概況

カラマツの単木iこっL 、ての被者状況は前述したとおりで，はなはだしい被害を受けた林分は幼虫が越冬

のため降下した後も枯葉が校納につづられたままの惨状を呈している。

信州で被害が毎年繰り返しはなはだしく発生しているのは次の地域である。

ω 茅l野町渋の湯に至る道路で標高 1.600-1.700刑に

。
高
山

P41 

匡雲ヨ 4散害
~中審
摩密翻激嘗

カラマツマダラメイガ被害地分布隊|

わたる地域。

ω 同北山の標高 1.400........1， 500 m の地域の壮令林。

(C) 霧が峯の北面追分沢および男女倉聞の 1.400-1，600

m にわたる比較的傾斜のなだらかな区域の幼令林。

(C) は値栽後 10 年に満たない幼令林で. 1-3m のカラ

マツが枯葉をつつやったまま立っているさまは実に惨たん

たるもので，その成長量や樹勢におよぼす影響ははなは

だしし、ものと思う。

また ω では，被害のはなはだしいのは平坦地で，そ

のすぐわきの傾斜地にあるカラマツはほとんど被害を受

けていないとし、う現象が認められた。

ここで採集した被害木を資料として両者の肥大成長経

過を比較してみると. 36 年生のもので植栽後 18 年くら

いまではむしろ平坦地に生立するものの成長量が大であ

ったが 18-20 年ころなんらかの被害を受けたらしく

両者ともに成長量が少なくなっている。その後は傾斜地



カラマツの新害虫カラマツマダラメイガについて (伊藤・六浦) -5-

の分のみ成長量を回復して順調に生育しているにもかかわらず，前者は以後毎年成長量が少なく，ことに

26年以降はかろうじて成長しているとしづ程度であったりしたがって現在その材積成長量は，後者を 1 と

した場合前者は 1/3""'1/2 くらいとなっている。この成長量の減少は本害虫のみによるものとはいえない

が，この平坦地における立木の成長量は著しく阻害されているo

但) では特に発生の激しいところと比較的少ないところとの地況，環境等について格別の差を認めにく

L 、。

このように同一地帯でも発生程度に差が現われることについては，今後の調査にまたねばならない。

その他の地域では連続した調査がされていないので，明確にはその状況がわかっていない。長野県の仁

礼山，富県村，岐阜県の本郷等では報告のあった年に一応被害が日だったものと推察される。山形県の蔵

王山は 1954 年に大発生し，翌 1955 年にはほとんど被害が現われなかったとのことであるが，このように

地域によって異なって現われる発生機構については今後究明しなければならなし、。

V 形態

成虫

頭部と胸部は陪褐色，日板はやや灰白鱗を帯びる。下}斤績は|倍補色でよく発達し斜めに上向。触角は|情

褐色，末端に至るにしたがってやや灰補色となる。雌のはやや淡色。維の基部に近いところには黒色で湾

曲した角状物が認、められる (Plate 2. 1) 。 腹部は灰禍色，各節の後縁はたい褐色。前麹は暗褐色で横線

は白色鱗片によって顕著に現われ，前横線 (1村横線)は後方斜外 )'jに|渇き曲がっていない。外横線は外縁

とほぼ平行，多少鋸歯状をなし，第 5 脈で内曲，また瞥j脈で外曲する。前縁に沿うて，また中室あるいは

外縁に近い部分には白色鱗片が点在する。新鮮な標本では前縁と後縁の基部および中室の外方麹脈と麹脈

の聞の部分の上数箇所に赤褐色(アズキ色)の細長いしまが認められるが，これは幅広く現われることも

あり，また個体によってはこのアズキ色が多く現われるものもある。外縁には小黒点を連鎖状につづる。

縁毛は灰褐色。

後麹は灰白色を借びた11ì'i褐色，半透明で趨脈は暗褐色。前縁から外縁に沿うて狭く黒色線状に縁取られ

ている。亜前縁室(前縁室〕には青銅色の鱗片を装う。縁毛は灰褐色。

体長は 7""'8 刑m. 開趨長 18""'22 mm。

幼虫

体長 14mm 内外。頭部は淡い鼓褐色で， 不規則な茶褐色の斑紋による多くのしまがある (Plate 3. 

19)。単眼は頭部と同色で内部に黒色小点があり，その配列は第 18 凶 (Plate 3) のようである。大腿は

褐色で先端黒褐色，その形状は第 20 図 (Plate 3) のようである。

腕部は地色が淡い緑黄色で，老熟すれば体全体に緑色味がなくなり，褐色味が非常に強くなる。黒色に

緑褐色を帯びた不規則な背線，亜背線，気門上線等が見られる。第 1 胸節の背楯は淡い褐色で，黒色の亜

背線，気門上線が顕著に現われる。背線は不明りょうでとぎれがち，亜背線，気門上線は非常に接近し気

門上線は特に太い。気門下線は非常に細く，基線は色淡く幅が広L、。頑皮板は非常に小さく黒褐の環とな

る。しかし第 2 胸節， 第 8 腹節の硬皮板は非常に大きく，内部白色で環状となる (Plate 3. 8. 12)。第

3 胸節はやや大きい。気門は淡い黄色でだ円形，胸脚は淡い褐黒色をおび，爪は褐色，かぎづめの配列は

3 段状 (Plate 3. 16) で環状となる。
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刺毛配列状況は第 7"'21 図 (Plate 3. 16. 20 を除く)のようである、

本種の特徴は第 1 胸節において PN 刺毛がコウモリガのように背楯に融合される (Plate 3. 7)。第 9

腹節において ST 1. ST 2 刺毛の 2 つの硬皮板が融合する場合が多いが，なかには相離れる個体があり，

SC, C 刺毛の脱皮板は非常に近接する (Plate 3. 13) 。

\1 種の決定

この種は 8 の f!虫 f_{_J にJ1J状突起がある (Plate 2. 1)。これは Cryptoblabes 属の最も大きな特徴の 1 つ

である。その上，交尾誌はこの属の genotype である C. rutilella (ZELL.) によく似るので，この属に

含まれることは確実である。しかしながら，後麹の麹脈は C. rutilella とやや呉なる。すなわち，後麹の

4 ・ 5 )派は基部で近接しないこと，および 7 ・ 8 脈が枝状とならず近接して平行する (Plate 2. 2)。この

事項は趨脈より交尾器の形態の方が属の特徴としては最も顕著な一例であろう。

本種の斑紋はフイリツピンの種である C. gnidiella (MILLIERE) に類似し，交尾器は C. 問tilella に

全くよく似る。しかしながら下記の点で区別できる。

1. Ô 交尾恕においてはこの替は C.γutilella よりも sacculus と costa の聞の三[1J状 pad の先端

の突起は長い。

2. 平においては ductus bursae にはノコクズ状の模様はなく. bursa に小さい半月状の模様があ

り. genital opening には腹側に狭くキチン化した帯状物がある (Plate 2. 6) 。

3. そのうえ，寄主植物を異にする。すなわち. C. 問tilella はヨーロツパではナラ・カシの類，カワ

ラハンノキなどを食害するが，本種はカラマツの葉を食害する。

この種はカラマツを食害するので種名を Cryρtoblabes lariciana MUTUURA. 柄I名をカラマツマダラ

メイガと命名する。

四摘 要

信州八ヶ岳西面の山綾地帯で，カラマツ造林地が赤褐変するほどの被害をうけたのは 1954 年 9 月のこ

とであった。

翌 1955 年 3 月伊藤は被害地で郎lを探集し，実験室で羽化させ，その経過の調査をはじめた。六浦は本

虫の形態を記載し，これを新種と認め Cryptoblabes lariciana MUTUURA sp. nov.，和名をカラマツマ

ダラメイガと命名したO

本種は C. 問tilella (ZELL.) によく似るが，後麹の 4 ・ 5 脈は基部で近接することなしまた 7 ・ 8 脈

が校状にならないで近接して平行することで区別できるG また斑紋は C. gnidiella (MILLIÈRE) に似る

が，交尾器で明らかに区別できる。

本虫は信州では踊で越冬し 5 月末"'7 月中旬ごろに羽化するようである。幼虫は 8 月上旬から食害を

はじめ，食害最盛期は 9 月と~中旬で，このころに被害が日だつようになるの 9 月下旬には老熟幼虫とな

って越冬場所を求めて降下し，粗皮のスキ聞や醇苔類の聞や岩石の下面などにもぐり，薄い繭をつくって

その中でまもなく踊化する。
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On the Cryptoblabes lariciana MUTUURA sp. nov. 

(Lep. Phycitinae) Feeding-on Larch 

Takeo lT� and Akira MUTUURA 

(R駸um�) 

Recent1y Japanese larch (Larix leptolepis (SlEB. et Zucc.) GORDON., L. kae刑pheri SARG.) 

have been severely injured by a new species of Cryptoblabes (Phycitinae) , at the mountain. 

foot of Mts. Yatugatake and Kirigamine (Nagano Prefecture). 

The moth appears from the middle of June to ear1y July. The larva attacks only the 

leaves of larch from early August to September. It spins on the vertici11ate leaves, and 
each inhabitant is in a rather long tough si1ken tube, becoming full-grown in late September; 

it hibernates in a thin cocoon that is spun in a crack of the bark just above the ground 

or amongst the bryophyte near by and debris on the ground. 

The larva is pale greenish-yellow, but in the nearly full-grown larval stage it becomes 
pale yellowish-brown with dark greenish-brown at dorsal, subdorsal and supraspiracular 

lines. The pinacula are small, and a large black-ringed whitish spot is present on each 

side of the second thoracic and the eighth abdominal segments CPl. 3, 8. 12). The head 

is yellowish司brown， with irregular dark-brown marking (Pl. 3, 19). The prothoracic plate 

is pale brown with irregular longitudinal black subdorsal and supraspiracular lines (Pl. 3. 7). 
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Cry�toblabes lariciana MUTUURA Sp. nov. 

Expanse 合平， 18~22 隅隅 Forewing pale brownish fuscous with some whitish dusting 

in the beas along costa, in the cell and near outer margin, due to more or less diffused 
longitudinal streaks of reddish scales (in fresh and well marked specimens especially along 

the fold, on the veins in outer areà, and below costa from base); transverse lines distinct 

with whitish scales, the antemedial line oblique and not curved, subterminal slightly 
obscure, nearly straight, parallel with termen, but minutely dentate and angled inwards 

on vein 5; two discal dots separate, terminal margin with a series of dark dots. 

Hindwing whitish fuscous, translucent, the veins darkened , a na打ow dark shade along 

costa and a narrower dark line along terminal rnargin, outer shade of anternedial line and 
inner shade of subterrninal line fieckish fuscous. 

Male genitalia (Pl. 2, 3, 4, 5) with apical process of gnathos a srnall, sirnple hook. 

Transtilla developed as a narrowly banded bridge with elongate central projection. Uncus 

broad, with apical rnargin broadly rounded and invaginate, giving the uncus a belobed 

appearance. Harpe with strong two hair tufts arising frorn articulated plates in inter. 

segrnental area between base of sacculus and terrninal rnargin of the eighth abdorninal 

segrnent, the one frorn sacculus near its base with two or three strong hairs and hair 

tufts, the other from apical area of articulated plate with strong scales tufts. Anellus 

with elongate, narrow, lateral lobes (Pl. 2, 5). Aedoeagus simple, vinculum broad and 

with broad terminal margin concave. 

Female genitalia (Pl. 2, 6) with ductus bursae membranous, genital opening with 

narrow, sclerotized band on the ventral side of opening; bursa membranous with a srnall 

scobinated area, signum a strong curved hook. 

This species is allied to C. gnidiella (MILLIﾈRE) in the wing-marking and C. rutilella 

(ZELLER) in the male and female genitalia, but can be distinguished by the following 

characteristics: 

1. In the male genitalia, the apical arm of triangular pad situated on the area beｭ

tween sacculus and costa is longer than that of C.γuti/ella (Z.). 

2. In the female genitalia, ductus bursae not scobinate, bursa not finely scobinate, 

but with a small scobinated area. Genital opening with narrow sclertized band on the 

ventral side of opening. 

Holotype (�) and Allotype (平): Karnikouti , Nagano Prefecture, 24, VI , 1957 (A. 

MUTUURA). Paratypes: date as holotype, 10 ﾔ Õ, 4 平平; Kamikouti, Nagano, 25, VI , 1957, 

7 ﾔ Ô, 1 平 (A. MUTUU宜A); Kamikouti , Nagano, 26, VI , 1957, 8 ﾔ Ô , 3 平平 (A. MUTUURA); 

Tatesina, Nagano, 31, V , 1957, 10 ﾔ Ô , 5 平平 (T. YASUDA); Tatesina, Nagano, 3, VI , 1957, 

1 Ô, 1 平 (T. YASUDA); Tatesina, Nagano, 29, V , 1957, l� (T. YASUDA); Sigakogen, 

Nagano, 12, VIl, 1953, 1 Ô , 14 平平 (A. MUTUURA); Sigakogen, Nagano, 14, VIl, 1953, 1 平

(A. MUTUURA). 



Plate 1. 

1.雄成

2. 雌成

カラマツの新害虫カラマツマダラメイガについて 〔伊藤・六浦〕

図版説明 (Explanation of plates) 

虫 Adult (Male). 

虫 Adult (Female). 

3. A ~降化後まもない幼虫(目盛は 1 mm) Young larvae. 

B 老熟幼虫 Full-grown Larvae. 

C 蝋 Pupa.

4. 老熟幼虫と被害枝葉 Injured twigs and larvae. 

5. 薄い摘と郎i Cocoons and pupae. 

6. 被害木(幼令木) Injured young larch-tree. 

7. // (壮令木〕樹幹には絹糸膜が張られている。
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Injured larch-tree. Web on branches and on surface of the bark. 

Plate 2. 

1.触角の基部(雄) Basal segment of antenna (Male). 

2. 麹脈相 Venation.

3. 雄交尾務 右パノレパを略す Male genitalia. right valva omitted. 

4. 右パノレパ Right valva. 

5. アネノレス AnelJus.

6. 雌交尾器 Female genitalia. 

Plate 3. 

7. 前胸の刺毛配列 Setal map of prothoracic segment. 

8. 中胸の刺毛配列 Setal map of mesothoracic segment. 

9. 後胸の背部刺毛配列 Setal map of dorsal setae of metathoracic segment. 

10. 第 1 J段節の刺毛配列 Setal map of 1st abdominal segment. 

11.第 2 J復節の刺宅配列 Setal map of 2nd abdominal segment. 

12. 第 8 腹節の刺宅配列 Setal map of 8th abdominal segment. 

13. 第 9 腹節の刺毛配列 Setal map of 9th abdominal segment. 

14. 第 1 ・第 2 胸節の腹面 Ventral view of 1st and 2nd thoracic segments. 

15. 第 3 J復節の)仮面 Ventral view of 3rd abdominal segment. 

16. 鈎爪の 1 部 Crochet. in part. 

17. 第 9 ・ 10 腹節の背面 Dorsal view of 9th and 10th abdominal segments. 

18. 頭部側面特に刺毛と単眼位置

Lateral view of head. especially positions of setae and ocel1i. 

19. 頭部前面 Cephalic view of head. 

20. 右大腿、 Right mandible. 

21.左 尾 脚 Left anal proleg. 
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